
 

　   学 校 だ よ り
　　１１　インディアナ日本語学校
　　No３４　（１月）全校生３４７人

１　入園申込数：４３人（28日現在）
２　来年度新１年生の授業見学
　○日時：２月４日　9:00～9:15
　○場所：小１－１．小１－２教室
★４日登校の注意事項
　スーパーボール開催のため、大変
　な交通停滞が予想されます。授業
　に差し障りが出ないよう登校して下
　さい。

　あさおきたとき、ゆきがふりました。ごはんをたべて、はみがきして、きがえをしてから、おと
うとと外にあそびにいきました。こおりですべすべしてあそんで、それから、ゆきでケーキをつ
くりました。それでいっぱいあそんで、おとうとは、先にうちにかえっていきました。のこったの
はぼくだけでした。一人だけであそびました。とてもさみしかったです。さむくなってきて、足も
手もさむくなったからおうちへかえりました。

１年

　 星野
ほし  の

　日
はる

紀
　き

　私は冬休み中に、ある日本のドラマを見ました。太平洋戦争中をアメリカで過ごした日系ア
メリカ人家族の話です。両親はアメリカ人、子ども四人は日系二世の家族は、アメリカ、シアト
ルでの農業を営んでいました。しかし太平洋戦争の始まりとなった真珠湾攻撃があった後、
アメリカに住んでいた日系人は「ジャップ」と呼ばれ、ひどい差別を受けました。日本とアメリカ
が本格的に戦うことになると、アメリカに住んでいた日系アメリカ人は戦争が終わるまでマン
ザナーという強制収容所に送られました。私も彼らも同じ立場なのに、時代がちがうだけでこ
んなにもアメリカ人からの扱いが違うのだと痛いほど感じました。当時アメリカに移住してい
た日本人、またその子どもの日系人は、対戦国の人間だからという理由でどこの建物に入ろ
うとしても、「日本人禁止」と言われていました。町に出ただけでも暴力を受けました。今では
考えられません。私はこのドラマを見て、二つのことを知りました。一つ目は、アメリカ人と日
本人の間にも差別があったということです。私は、「差別」と言う言葉を聞くと、黒人と白人の
差別のことを思い浮かべていましたが、アメリカ人と日本人の間に差別があったことを初めて
知りました。二つ目は、違うサイドから見た戦争についてです。今までは、戦争中の日本に
住む日本人のことしか学んだことがありませんでした。しかしこのドラマを見て、対戦国アメリ
カに住む日系人の立場からの戦争のことを知りました。

中２　年

谷川
たにかわ

　咲
　さ

樹
　き

　ドカーン、ピシュー、ビュービュー。さあ、神と神との戦いが始まりました。どちらが勝つので
しょうか。ぼくには、雷神と風神が戦っているように見えます。なぜなら二人とも戦う準備が
できているように見えるからです。手首や足首に注目すると輪のようなものがあります。ぼく
は、力はそこから出ていると思います。次に、両方の神の頭を見てみてください。風神の頭
にあるのは、伝説のキリンの角だと思います。雷神の頭にあるのは、しかの角だと思いま
す。そして二人が持っているたすきは、空を飛ぶために使っていると思います。少しこわく見
えるけど、雷神も風神もかっこいいと思いました。

６年

　 高木
たか　ぎ

　勇
ゆう

弥
 や

２　　年

福田
ふく　だ

　乃
 の

彩
  あ

　わたしは、デイズニーワールドに行きました。ディズニーワールドーには４つの
テーマパークがあります。わたしが一ばんたのしかったのは、ダイナソーという
のりものです。きょう竜のせかいに行ってイグアナドンを現じつのせかいにつれ
てくるのりものです。子ども用のジェットコースターのようなものです。とてもたの
しかったです。

　わたしは、ロサンゼルスに行きました。サンディエゴにも行きました。ロサンゼ
ルスでは、夜にすしを食べに行きました。つぎの日は、ディズニーランドに行き
ました。夜ごはんはなにも食べませんでした。ナットベリーファームに行きまし
た。ジュットコースターにのりました。シーワールドにも行きました。海にいる
どうぶつをみました。

２　　年

 高倉
たかくら

　由
  ゆ

芽
 め

乃
 の

２　　年

白柳
しらやなぎ

　玲
  れ

実
  み

　げんち校で音楽会がありました。わたしは、歌を歌ってバイオリンをひきました。一番すき
だったところは、バイオリンをひいたところです。なぜなら、わたしはバイオリンがとくいだから
です。ひいた中で一番すきな歌はドレイドルです。ドレイドルは一番むずかしい歌です。わた
しはドレイドルを毎日２回いじょうれんしゅうしました。うまくひけていい気もちでした。わたし
が歌った歌で一番すきな歌は、ピースオブアースです。なぜかというと、わたしはソロイスト
だからです。音楽会はとても楽しかったです。

　「親がいなくても自分で逃げろ！」と日頃からの親の言葉と、学校で
の具体的な津波指導が功を奏し、子どもの犠牲者が一人もいなかっ
た学校があります。反対に、組織や決まりで動いたために多くの犠牲
者を出した学校があります。臨機応変に動くことはとても難しいことで
すが、個人が力を付けないと想定外に押しつぶされます。頑張ろう！


